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鉄道で巡る東日本リゾート旅 〜東京から魅力溢れる各地へ〜

東日本旅客鉄道株式会社(以下「JR東日本」)と株式会社星野リゾート(以下「星野リゾート」)は2014年6月26日より

共同で、海外からの訪日客を対象に、JR EAST PASS、 JR Kanto Area Passを利用し星野リゾート施設及び、周辺

観光地・景勝地を周遊する魅力的な東日本リゾート旅の提案をシリーズで実施することになりました。

（第1弾は2014年9月30日迄）
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2014年度、訪日外客数は累計で500万人突破（JNTO 6月18日発表）と過去最高のペースで推移。反面、メインの

玄関口である東京に一極集中しており、他地域への訪問者数との格差が生じております。今回、JR東日本と星野リ

ゾートは地域への誘客を図る取組としまして、JR EAST PASS、 JR Kanto Area Passを利用することで、東京を訪れ

た外国人旅行者がリーズナブル、スムーズに東日本エリアを周遊。そして東日本に多く点在し、その地域ならでは

の滞在魅力を提供している星野リゾート施設に宿泊することで、東京では決して味わえないリゾート旅を提案してま

いります。

今回のウェブサイトでは、4言語(英語、韓国語、中国語の繁体字と簡体字)を用意。更に第１弾の旅の案内人を、

台湾で活躍されている著名ライターを起用することで、アジア圏への発信を強化してまいります。今後、第今後、第今後、第今後、第2222弾（青森弾（青森弾（青森弾（青森

エリア）、第エリア）、第エリア）、第エリア）、第3333弾（信州エリア）を計画しております。弾（信州エリア）を計画しております。弾（信州エリア）を計画しております。弾（信州エリア）を計画しております。

2014年6月26日

東日本旅客鉄道株式会社
株式会社星野リゾート

(共同プレスリリース)

JR EAST PASS、 JR Kanto Area Passに関する詳細は下記をご参照ください。

【ウェブサイト】

http://www.jreast.co.jp/e/eastpass/index.html

http://www.jreast.co.jp/e/kantoareapass/index.html
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※ウエブサイトは4言語(英語、韓国語、中国語の繁体字と簡体字)を用意。画像は繁体字サイトのページ

【補足資料】 6月26日公開ウェブサイト／TOP画面

Fecebookのフォロワー93万人！

台湾の人気ブロガー「女王」を第一弾のナビゲーターに起用

第一弾の旅は栃木県日光。日光のオススメポイントを

外国人旅行者の視点で１５個にまとめて紹介。
全日程を時系列で写真を公開。クリックすることで画像が拡大。

今回の旅に欠かせない、
外国人旅行者用の

JRフリーパス

「JR Kanto Area Pass」。

大人8,300円(6歳～11歳

は4,200円)で関東エリア

のJR線を自由に乗降する

ことができる。

陳陳陳陳 怡利（チン・イーリー怡利（チン・イーリー怡利（チン・イーリー怡利（チン・イーリー））））
美食家であり旅行ライター。

これまで出版した書籍には「謝謝你（不）

愛我」、「愛自己」、「女王力」などがある。

「女王」の愛称で親しまれ、

台湾の女性を中心に絶大な人気を誇る。


